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東京清掃労働組合退職者会機関紙

　

７
月
８
日
の
第
３

回
幹
事
会
で
、
自
治

退「
安
心
総
合
共
済
」

加
入
の
取
組
み
に
つ

い
て
、
①
７
月
中
に

中
途
募
集
の
案
内
を

会
員
宛
送
付
し
、
加

入
を
促
進
、
②
戸
枝

会
計
を
担
当
窓
口
と

し
て
進
め
る
こ
と
を

は
、
退
職
者
会
の
会
員
向
け
制
度

で
あ
り
、
加
入
要
件
は
退
職
者
会

会
員
で
あ
る
こ
と
が
必
要
。

(3)
加
入
に
あ
た
り
年
齢
制
限
が
な

く
、
医
師
の
審
査
も
不
要
。

(4)
ケ
ガ
の
補
償
・
賠
償
事
故
・
携

行
品
損
害
補
償
の
３
本
立
て
。

(5)
万
一
事
故
に
あ
っ
た
と
き
は
、

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
連
絡
で
き
る
。

　
「
安
心
総
合
共
済
」
は
、
都
労
連

が
推
奨
し
て
い
た
都
弘
済
会
の
傷

付
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
安
心
総
合
共
済
」
に
会

員
が
加
入
し
た
場
合
、
加
入
者
の

所
属
す
る
退
職
者
会
に
事
務
手
数

料
の
一
部
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

会
の
財
政
に
寄
与
す
る
と
い
う
副

次
的
な
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

加
入
に
つ
い
て
、
是
非
検
討
し
て

く
だ
さ
い
。

●タイプ別掛金

区　分
Ａタイプ（本人のみ） Ｂタイプ（本人＋配偶者）

Ａ１タイプ
（傷害天災補償なし）

Ａ２タイプ
（傷害天災補償あり）

Ｂ１タイプ
（傷害天災補償なし）

Ｂ２タイプ
（傷害天災補償あり）

掛金（年額） 13,920 円 18,840 円 24,480 円 34,200 円

７月申込み 8,120 円 10,990 円 14,280 円 19,950 円

８月申込み 6,960 円 9,420 円 12,240 円 17,100 円

９月申込み 5,800 円 7,850 円 10,200 円 14,250 円

「安心総合共済」の契約期間
　毎年３月 20 日から翌年３月 20 日まで
　中途加入は９月末日まで可能
○７月中加入→８月 20 日から７か月契約
○８月中加入→９月 20 日から６か月契約
○９月中加入→ 10 月 20 日から５か月契約

當麻寺東塔・西塔（奈良）

安心総合共済
自
治
体
退
職
者
会
会
員
向
け

傷
害
保
険
な
の
で
安
心
。

９
月
末
ま
で
加
入
可
能
で
す

確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
６
月
25
日
の

清
掃
退
職
者
会
学
習
会
で
「
安
心

総
合
共
済
」
の
保
険
内
容
な
ど
を

学
習
し
ま
し
た
。
講
師
の
吉
澤
さ

ん
（
東
京
海
上
日
動
保
険
広
域
法

人
部
主
任
）
は
、「
安
心
総
合
共
済
」

の
メ
リ
ッ
ト
を
次
の
よ
う
に
説
明

し
て
い
ま
す
。

(1)
日
本
国
内
で
は
「
33
秒
に
１
人

害
保
険
と
よ

く
似
た
内
容

で
、
十
分
メ

リ
ッ
ト
が
あ

る
と
思
い
ま

す
。「
安
心

総
合
共
済
」

の
補
償
内
容

は
、
別
途
送

が
交
通
事
故
で
ケ
ガ
」

を
し
て
お
り
、
一
般
の

ケ
ガ
を
含
め
れ
ば
相
当

な
数
に
な
る
の
で
、
傷

害
保
険
は
有
用
。

(2)
「
安
心
総
合
共
済
」

学習会で説明する東
京海上日動・吉澤さん
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６
月
25
日
、
Ｓ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
清
掃
退
職
者
会
学
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
①
高
齢
者
を
め
ぐ
る
情
勢
と
課
題
、
②
自

(1)「
被
用
者
年
金
一
元
化
法
案
」は
、 

衆
院
の
解
散
に
伴
い
「
廃
案
」
に

な
っ
た
。

(2)
自
民
党
時
代
、「
政
府
税
調
」
は

「
党
税
調
」の
追
認
機
関
だ
っ
た
が
、 

新
政
権
は
、「
政
府
税
調
」
に
一
元

化
し
た
。

■
年
金
制
度
と
税
制

(1)
高
齢
者
医
療
制
度
の
歩
み

　

小
泉
政
権
下
、「
医
療
制
度
改
革

関
連
法
案
」
が
強
行
採
決
さ
れ
、

平
成
20
年
度
か
ら
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
」
が
発
足
し
た
が
、
昨

■
高
齢
者
医
療
制
度

年
９
月
の
総
選

挙
に
よ
り
政
権

交
代
が
実
現

し
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の

廃
止
へ
向
け
高

齢
者
医
療
制
度

改
革
会
議
が
発

足
し
た
。

(2)
高
齢
者
医
療

制
度
改
革
会
議

度
施
行
と
な
っ
て
い
る
。

　

改
革
会
議
委
員
に
初
め
て
退
職

者
会
の
代
表
が
入
っ
た
（ 

阿
部
退

職
者
連
合
事
務
局
長
）。
メ
ン
バ
ー

も
自
公
政
権
時
代
と
異
な
り
、
対

象
者
の
意
見
が
反
映
可
能
な
態
勢

に
な
っ
た
。

【
資
料
】
今
後
20
年
間
で
人
口
は

700
万
人
減
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者

は
800
万
人
増
の
一
方
、
医
療
費
は

31
兆
円
増
（
1.9
倍
）、
高
齢
者
の
医

療
費
は
22
兆
円
増
（
2.8
倍
）

　

過
去
、
連
立
組
換
え
に
よ
る
政

権
交
代
は
あ
っ
た
が
、
選
挙
に
よ

る
政
権
交
代
は
日
本
の
憲
政
史
上

初
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
国
民
の

意
思
に
よ
り
政
権
を
交
代
で
き
る

こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

　

新
政
権
は
期
待
に
反
し
た
面
も

あ
る
が
、
自
民
党
の
負
の
部
分
を

一
定
程
度
解
消
し
た
。

　

し
か
し
、
鳩
山
政
権
は
期
待
か

ら
失
望
へ
変
化
し
た
。
小
沢
前

幹
事
長
に
よ
る
政
調
会
廃
止
、
陳

情
な
ど
の
幹
事
長
一
本
化
は
対
政

府
要
求
の
窓
口
の
関
係
で
問
題
が

あ
っ
た
。
鳩
山
・
小
沢
の
金
の
問

題
も
大
き
な
問
題
だ
っ
た
。
普
天

■
政
権
交
代
と
期
待

「
高
齢
者
を
め
ぐ
る
情
勢
と

課
題
」
を
テ
ー
マ
に
学
習
会

間
基
地
問
題
は
、
鳩
山
は
真
剣
に

国
外
・
県
外
移
転
を
望
ん
で
い
た

が
、
外
相
や
官
房
長
官
は
は
じ
め

か
ら
県
内
移
転
の
方
針
だ
っ
た
。

　

菅
政
権
に
よ
り
支
持
率
は
Ｖ
字

回
復
し
た
が
、
消
費
税
10
％
を
示

し
た
。「
強
い
経
済
・
強
い
財
政
・

強
い
社
会
保
障
」
の
考
え
方
は
い

い
が
、
消
費
税
増
税
は
歳
出
の
無

駄
を
徹
底
的
に
切
り
詰
め
て
か
ら

提
起
す
べ
き
だ
っ
た
。

　

地
公
退

は
、
①
所
得

税
の
公
的
年

金
控
除
140
万

円
、
②
65
歳

以
上
の
老
年

者
控
除
50
万

円
の
復
活
へ

向
け
て
取
組

ん
で
い
く
。

　

改
革
会
議
は
、
①
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
は
廃
止
、
②
「
地
域
保

険
と
し
て
の
一
元
的
運
用
」
の
第

一
段
階
と
し
て
、
高
齢
者
の
た
め

の
新
た
な
制
度
構
築
、
③
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
年
齢
で
区
分
す

る
と
い
う
問
題
を
解
消
、
④
市
町

村
国
保
等
の
負
担
増
に
十
分
配
慮
、

⑤
高
齢
者
の
保
険
料
が
急
に
増
加

し
た
り
、
不
公
平
な
も
の
に
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
、
⑥
市
町
村
国

保
の
広
域
化
に
つ
な
が
る
見
直
し

を
基
本
原
則
に
検
討
し
て
い
る
。

　

新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度
創
設

ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
平
成

22
年
夏
・
中
間
と
り
ま
と
め
→
平

成
22
年
末
・
最
終
と
り
ま
と
め
→

平
成
23
年
１
月
・
法
案
提
出
→
平

成
23
年
春
・
法
案
成
立
→
平
成
25

年
４
月
・
新
し
い
高
齢
者
医
療
制

治
退
保
険
制
度
の
２
本
立
て
で
、
講
師
は

佐
藤
自
治
退
都
本
部
会
計
（
労
働
退
会

長
）、
吉
澤
さ
ん
（
東
京
海
上
日
動
保
険

広
域
法
人
部
主
任
）
で
し
た
。（
自
治
退

保
険
制
度
に
つ
い
て
は
１
面
に
掲
載
）

講演する佐藤講師

学んだ後はお楽しみの懇親会
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▼
６
月
２
日
・
３
日
、
箱
根
路
開
雲

で
自
治
退
都
本
部
学
習
交
流
会
。
花

輪
都
本
部
副
会
長
の
「
介
護
事
例
報

告
」
と
、
浴
風
会
病
院
医
師
の
須
貝

佑
一
さ
ん
の
「
ボ
ケ
の
予
防
と
介
護
」

の
講
演
。
庄
司
事
務
局
長
が
参
加
し

ま
し
た
。

▼
６
月
５
日
～
７
日
に
東
京
清
掃
組

織
集
会
。「
第
二
次
組
織
財
政
方
針
」

の
確
立
へ
向
け
て
、「
07
年
組
織
財
政

方
針
」
で
実
現
で
き
て
い
な
い
事
項

の
検
証
と
東
京
清
掃
の
組
織
・
運
動

退職者会
活動日誌

庄
司
事
務
局
長
と
岩
渕
会
計
監
査
が

参
加
。
５
月
17
日
に
行
わ
れ
た
都
庁

退
親
睦
交
流
集
会
は
内
容
が
よ
か
っ

た
と
の
感
想
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

▼
６
月
25
日
に
清
掃
退
職
者
会
学
習

会
を
開
催
。
参
加
者
は
18
名
。
内
容

は
本
紙
報
告
の
と
お
り
。
学
習
会
後

の
懇
親
会
は
講
師
を
含
め
17
名
参
加
。

楽
し
く
歓
談
し
ま
し
た
。

▼
６
月
26
日
、
都
庁
職
会
議
室
で
労

働
行
政
退
職
者
会
定
期
総
会
が
開
催
。

渡
辺
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

▼
７
月
８
日
、
第
２
回
三
役
会
と
第

３
回
幹
事
会
を
開
催
。
幹
事
会
の
主

な
議
題
は
、
①
秋
の
親
睦
旅
行
企
画
、

②
自
治
退
・
安
心
総
合
共
済
加
入
の

取
組
み
で
し
た
。
幹
事
10
名
出
席
。

▼
５
月
24
日
の
幹
事
会
以
降
、
事
務

局
会
議
・
事
務
業
務
は
、
５
月
１
回
・

６
月
５
回
・
７
月
１
回
。
お
も
な
課

題
は
、
学
習
会
準
備
、
新
規
会
員
拡

大
の
取
組
み
な
ど
。

の
克
服
す
べ
き
点
、
今

後
の
課
題
を
整
理
す
る

こ
と
が
目
的
で
し
た
。

退
職
者
会
は
渡
辺
会
長

と
戸
枝
会
計
が
参
加
。

集
会
初
日
に
「
退
職
者

会
の
会
員
拡
充
へ
の
協

力
」
を
要
請
し
ま
し
た
。

▼
６
月
18
日
、
都
庁
退

連
合
第
２
回
役
員
会
に

秋の親睦旅行は

東山温泉と裏磐梯紅葉めぐり

　７月８日の幹事会で、秋の旅行の企画案を
確認しました。
　昨年は平日３日間でしたが、会員から「仕
事の関係があるので、日曜日または祝日を含
む日程にしてもらいたい」という意見があり
ました。
　旅行費を極力安くすること、行楽地が混雑
する日曜日・祝日を旅行のメインの日にしな
いことを考慮した結果、11 月３日の祝日を
出発日とする行程にしました。
　旅行先は、会津若松の奥座敷「東山温泉」泊、

「裏磐梯紅葉めぐり」、旅行会費は 36,000 円
を予定しています。
　旅行行程が決まり次第、案内を送ります。

11月３日〜５日

　

６
月
２
日
・
３
日
に
開
催
さ
れ

た
自
治
退
都
本
部
学
習
交
流
会
で
、

浴
風
会
病
院
医
師
・
須
貝
佑
一
講

師
の
「
ボ
ケ
の
予
防
と
介
護
」
の

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ボ
ケ
の
予
防
に
は
次
の
４
つ
が

効
果
的
と
の
こ
と
で
す
。

●
よ
く
笑
う
こ
と
。

●
朝
の
散
歩
は
効
果
的
。

●
野
菜
と
魚
を
摂
る
こ
と
。

●
ア
ル
コ
ー
ル
は
ワ
イ
ン
が
い
い
。

　

笑
い
が
効
果
的
な
こ
と
は
、
５

月
20
日
・
21
日
に
開
か
れ
た
自
治

退
関
東
甲
・
北
信
・
東
海
地
域
学

習
会
で
も
、
日
本
笑
い
学
会
講
師
・

藤
井
敬
三
さ
ん
が
「
笑
っ
て
も
っ

と
元
気
に
」
で
話
さ
れ
ま
し
た
（
本

紙
11
号
掲
載
）。
笑
っ
て
過
ご
す
こ

と
は
脳
を
刺
激
し
効
果
的
な
こ
と

は
多
く
の
研
究
に
よ
り
証
明
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
朝
の
散
歩
と
野
菜
・
魚

摂
取
の
効
果
も
多
く
の
事
例
研
究

が
あ
り
ま
す
。

　

ワ
イ
ン
が
効
果
的
な
理
由
は
、

ワ
イ
ン
の
渋
み
が
脳
に
働
き
か
け

る
か
ら
と
の
こ
と
で
す
。
ワ
イ
ン

党
に
は
朗
報
で
す
ね
。

　

朝
、
起
き
た
ら
ま
ず
散
歩
を
し

て
、
食
事
は
野
菜
と
魚
を
中
心
に

し
、
女
子
高
校
生
の
よ
う
に
「
箸

が
転
が
っ
て
も
」
笑
い
、
ワ
イ
ン

を
飲
ん
で
ぐ
っ
す
り
眠
る
と
い
う

生
活
が
、
ボ
ケ
の
予
防
に
い
い
よ

う
で
す
。

「笑い」が一番
そして、朝の散歩
食事は野菜と魚を
中心にワインを少々

ボケの予防は
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国
鉄
の
分
割
・
民
営
化
か
ら
23

年
、
国
鉄
改
革
に
あ
た
っ
て
「
一

人
も
路
頭
に
迷
わ
せ
な
い
」「
組
合

差
別
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と

い
う
大
臣
の
答
弁
や
参
議
院
付
帯

決
議
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
所
属
組

合
に
よ
り
差
別
・
解
雇
さ
れ
、
当

事
者
と
家
族
は
、
被
解
雇
者
と
い

う
屈
辱
と
、
働
き
盛
り
の
人
生
の

大
半
を
費
や
し
て
し
ま
っ
た
苦
悩

の
中
で
筆
舌
に
尽
く
せ
ぬ
苦
難
の

国鉄闘争

し
た
と
き
が
、
国
鉄
闘
争
の
完
全

解
決
の
日
に
な
り
ま
す
。

　

６
月
28
日
の
最
高
裁
和
解
成
立

後
、
国
労
闘
争
当
事
者
か
ら
、
東

京
清
掃
に
こ
の
間
の
協
力
に
対
す

る
お
礼
と
今
後
の
闘
い
に
対
す
る

要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
Ｊ
Ｒ
採
用
な
く
し
て
終
結
な

し
」。
後
ひ
と
踏
ん
張
り
、
退
職
者

会
も
引
続
き
応
援
の
取
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
東
・
西
・
東
海
の
各
株

主
総
会
で
、
雇
用
確
保
へ
向

け
た
取
組
み
を
行
い
ま
し
た

が
、
Ｊ
Ｒ
各
社
は
依
然
雇
用

へ
の
門
を
開
こ
う
と
し
て
い

ま
せ
ん
。
何
と
し
て
も
、
来

年
３
月
を
期
限
に
雇
用
確
保

の
道
筋
を
つ
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
雇
用
問
題
を
解
決

の
中
で
は
、
少
な
か
ら
ぬ
成
果
だ

と
い
え
ま
す
。

　

政
府
に
よ
る
解
決
案
は
、
金
銭

解
決
と
２
０
０
名
程
度
の
雇
用
の

確
保
で
し
た
。

　

金
銭
部
分
は
決
着
で
き
ま
し
た

が
、「
路
頭
に
迷
わ
せ
な
い
」
解
決

へ
向
け
、
55
歳
未
満
の
組
合
員
の

Ｊ
Ｒ
及
び
関
連
企
業
へ
の
雇
用
確

保
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
22
日
・
23
日
に
開
か
れ
た

得
ま
せ
ん
で
し
た
。
組
合
員
と
家

族
の
悔
し
さ
は
、
金
銭
解
決
で
は

決
し
て
晴
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
現
在
の
社
会
政
治
情
勢

の
継
承
組
織
で
あ
る
鉄
道
運
輸
機

構
か
ら
解
決
金
が
支
払
わ
れ
、
訴

訟
を
取
り
下
げ
た
こ
と
に
よ
り
、

金
銭
部
分
は
決
着
し
ま
し
た
。

　

国
鉄
闘
争
の
主
眼
は
「
解
雇
撤

回
・
現
職
復
帰
」
に
あ
り
ま
す
が
、

国
鉄
改
革
法
に
よ
り「
雇
用
・
年
金
」

に
は
手
が
届
か
な
い
と
い
う
現
実

的
な
判
断
に
基
づ
き
、
裁
判
闘
争

と
地
域
か
ら
の
支
援
を
背
景
に
し

た
政
治
解
決
の
道
を
探
ら
ざ
る
を

　

６
月
28
日
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
報

道
さ
れ
た
よ
う
に
、
最
高
裁
で
Ｊ

Ｒ
１
０
４
７
名
不
採
用
問
題
の
関

連
訴
訟
５
件
の
一
括
和
解
を
成
立

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

和
解
の
内
容
は
組
合
員
９
０
４

名
分
の
解
決
金
と
し
て
総
額

１
９
９
億
円
（
平
均
２
２
０
０
万

円
）
の
支
払
い
を
も
っ
て
各
原
告

団
は
訴
訟
を
取
り
下
げ
る
と
い
う

も
の
で
し
た
。
６
月
30
日
に
国
鉄

動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
国
鉄
闘
争
は
、
大
き
な
転

換
点
を
迎
え
ま
し
た
。

ら
く
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
格
差
社
会
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
に
象
徴
さ
れ
る
首
切
り
自
由
の

社
会
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

目
的
の
た
め
に
、
国
家
的
不
当
労

働
行
為
が
画
策
さ
れ
た
の
で
す
。

　

国
鉄
闘
争
は
、
日
本
の
進
路
を

公
平
・
公
正
な
社
会
へ
転
換
す
る

闘
い
で
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
東

京
清
掃
は
、「
国
鉄
闘
争
を
自
ら
の

闘
い
」
と
位
置
付
け
て
支
援
の
運

道
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　

国
鉄
分
割
・
民
営
化
の
目

的
は
、
国
民
の
財
産
で
あ
る

国
鉄
保
有
地
を
資
本
に
安
く

払
い
下
げ
る
こ
と
と
、
中
曽

根
元
首
相
が
言
明
し
た
よ
う

に
、
国
労
を
崩
壊
さ
せ
、
総

評
・
社
会
党
ブ
ロ
ッ
ク
解
体

し
、
憲
法
改
正
へ
の
道
を
ひ

最
高
裁
で
和
解
成
立

完
全
解
決
へ
向
け
て

　

雇
用
確
保
の
闘
い

ＪＲ東日本株主総会で
「雇用問題解決」の情宣


